
堆肥生産のレベル
アップを目指した
熊本県の取組

熊本県耕畜連携推進協議会

資料３



協議会の概要

○構成員（規約第４条）
熊本県農林水産部生産経営局 農業技術課

農産園芸課
畜産課（課長が協議会会長）

熊本県農業協同組合中央会 農政・営農支援センター
熊本県経済農業協同組合連合会
熊本県酪農業協同組合連合会
熊本県果実農業協同組合連合会
熊本県畜産農業協同組合連合会
肥後開拓農業協同組合
(公社)熊本県畜産協会
(一社)熊本県配合飼料価格安定基金協会



協議会の概要

○目的（規約第２条）

本県農業の優位を発揮するため、畜産部門と耕種部門の連携の
もと、良質堆肥の生産及び利用促進による土づくり、国産粗飼
料の安定確保に寄与する。

①良質堆肥生産技術の普及・啓発
②耕畜連携による土づくりの啓発
③堆肥の広域流通促進 等

事業として実施



主な事業① 堆肥共励会

（良質堆肥生産技術の普及・啓発）



堆肥共励会のスケジュール

○5～6月 サンプルの収集（各振興局等で掘り起こし）

○7～10月  サンプルの分析 成分分析→LEIOに依頼
発芽試験→畜産研究所に依頼

○11月 現物審査（サンプルを手に取って審査）

○12月 現地審査（出品者を訪問し製造工程を確認）

○2月   表彰式（市町村及び農業団体等も参集）

※出品点数 R5：103点 R4：112点 R3：97点



成分分析・発芽試験



現物審査

・畜種部門等 → 県農業技術課及び農研センターの畜産担当、土壌肥料担当者が審査
・作物部門 → 耕種農家及び営農指導員（耕種）が審査



現地審査

・現物審査までの結果を踏まえ、受賞候補者の堆肥舎を訪問して製造工程等を確認
（R5年度は和水町、菊池市、御船町及び大津町の堆肥舎を審査）



表彰式

R4年度受賞者
畜種部門：(乳牛部門：熊本市東部堆肥センター 肉牛部門：きくちのまんま有機支援センター合志

 中小家畜部門：セブンフーズ(株))
作物部門：きくちのまんま有機支援センター合志
耕畜連携部門：(株)やました牧場
新人部門：黒木 集



主な事業② セミナー・PR活動

（耕畜連携による土づくりの啓発）



協議会が開催するセミナーについて

○外部講師を招き堆肥共励会表彰式と併せて開催

○堆肥の生産技術向上や土づくりに関する演題のほか
堆肥を利用している耕種サイドからの事例報告も演題と
している

「有機資材肥効見える化」（基調講演）

「堆肥だけで、稲ＷＣＳを作る！」

「組合員の労力軽減等に向けた堆肥利用の取組み」

【Ｒ4演題】



協議会が開催するセミナー

農研機構 九州沖縄農業研究センター 古賀講師 フィールドマスター合同会社 林講師



協議会のＰＲ活動について

○主に農業者を対象とする農機展示会、一般消費者を対象
とする農業フェアに出展

○パネル展示のほか、ＪＡ菊池の協力を得てペレット堆肥
のサンプルを配布

○その他、国内肥料資源マッチングフォーラムにも出展し、
積極的に情報交換



協議会のＰＲ活動

農機自動車大展示会 R5.7.28～29 くまもと農業フェア R5.11.11～12



主な事業③ くまもと堆肥ネット

（堆肥の広域流通促進）



くまもと堆肥ネットとは

○協議会で運営する堆肥情報を公開するウェブサイト

○堆肥共励会出品者のうち、希望者は堆肥の基本情報を
掲載することが可能

○掲載料は無料（協議会が管理費を業者に支払い）

○耕種農家側は畜種や地域などを選択することによって
条件を絞って検索することが可能



くまもと堆肥ネット



①様式を提出

堆肥

堆肥生産者

③情報の閲覧

②ウェブ上で堆肥
情報を公開

④マッチング、取引の成立

堆肥の出品

分析結果等の
フィードバック

運営

協議会

周知

くまもと堆肥ネット

耕種農家

堆肥共励会
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